
現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

126,511 8,783 117,728

夜間急病セン
ター受診者数
1,000人

急病医療業務
内科・外科受診
者数3,200人
歯科受診者数50
人

夜間急病セン
ター使用料他 夜間急病セン

ター受診者数
871人

急病医療業務
内科・外科受診
者数2,823人
歯科受診者数29
人

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

急病医療業務（在宅当番医制度）について、引受け可能な医療機関数の減少により、当番体制の確保に支障が生じていることから、北広島医師会との連
携により、将来的に持続可能な体制の確立に向けた検討が必要である。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

健
康
推
進
課

救急医療推進事業

市民の安全・安心を確保するため、北広
島医師会の協力を得て、夜間や休日の急
病に毎日24時間体制で対応する。
また、休日の歯科救急について市内の歯
科医院が加入する千歳歯科医師会の協力
を得て実施する。

夜間急病センターの運営管理
(年中無休)
内科・小児科 871人
急病医療業務
内科・外科　2,823人
歯科　29人
救急医療啓発普及業務

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-5 健康づくり・地域医療の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-5-2 医療体制の確保



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

525 525

令和3年度目標
受診率80％

令和3年度受診
率(実績)71.4％

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

胃がんの主たる原因であるピロリ菌を若年期に検査、除菌することは必要であり、現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

健
康
推
進
課

ピロリ菌対策事業
胃がんをはじめ、慢性胃炎、胃・十二指
腸潰瘍等の主な原因となるピロリ菌検査
を、中学3年生を対象として実施する。

一次検査　390人
二次検査　15人

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-5 健康づくり・地域医療の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-5-1 健康づくりの支援



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

161 161

令和3年度目標
受診者数173人

令和3年度受診
者数(実績)127
人

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

エキノコックス症は早期発見・早期治療が重要なことから、現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

健
康
推
進
課

エキノコックス症予
防対策事業

エキノコックス症の早期発見、早期治療
を図るため、小学3年生以上を対象に、血
液検査を実施する。

エキノコックス症検診受診者
127人

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-5 健康づくり・地域医療の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-5-1 健康づくりの支援



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

2,116 194 56 1,866

がん精密検査目
標受診率
100％

生活習慣病予防
教室参加目標20
名

保健事業負担
金

北海道健康づ
くり財団助成
金

がん精密検査目
標受診率
90.6％

生活習慣病予防
教室参加目標24
名

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

健康寿命延伸のため、幅広い年代の市民が自分の身体の状態を知り、生活習慣の改善や必要な受診につながることが必要であり、現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

健
康
推
進
課

健康づくり啓発・生
活習慣病予防事業

健康寿命の延伸や生活習慣病予防、ここ
ろの健康のために、市民への保健指導及
び健康情報の啓発をおこなう。

健康づくり推進員養成講座中止
健康づくり推進員継続研修中止
こころの健康講座（オンデマン
ド）74人
健康情報展　新型コロナウイル
ス感染症対策のため中止
生活習慣病予防教室　5回24人
健診結果説明会（旧成人健康相
談）延べ211人
がん検診事後指導　延べ151人

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-5 健康づくり・地域医療の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-5-1 健康づくりの支援



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

1,389 1,389

令和3年度目標
助成件数　35件

令和3年度助成
件数
37件

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

特定不妊治療が令和４年４月より医療保険適応となったため、本事業は令和４年度をもって終了する。

二次評価についての
コメント

終了とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

健
康
推
進
課

特定不妊治療助成事
業

北海道特定不妊治療費助成の決定を受け
た方を対象に、特定不妊治療に要する費
用を助成する。

助成数　37件
申請数　実26人　延べ38人

休止
終了 休止
終了

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-5 健康づくり・地域医療の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-5-1 健康づくりの支援



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

5,103 5,103

助成率（申請数
/出生数）100％

助成率　100％

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

市外医療機関や助産所で妊婦健康診査を受診する妊婦の経済的負担軽減のため、今後も事業を継続する。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

健
康
推
進
課

妊婦健康診査通院支
援事業

市外の医療機関や助産所で本市の妊婦健
康診査受診票を使い通院した妊婦で、申
請時に母子の住所登録が本市にある者を
対象に、通院に要する費用を助成する。

助成数　234件 現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-5 健康づくり・地域医療の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-5-2 医療体制の確保



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

0 0

保育園実施率
95％
小学校実施率
95％

未実施のため
評価できず

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

新型コロナウイルス感染症対策のため、令和3年度は事業を中止したが、子どものう歯予防のために必要な事業であり、新型コロナウイルス感染症の状
況を注視しながら、再開の時期を検討していく。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

健
康
推
進
課

フッ化物洗口推進事
業

市立保育園（4・5歳児）及び小学校での
フッ化物洗口を実施する。

令和3年度は新型コロナウイルス
感染の状況を鑑み事業を中止 現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-5 健康づくり・地域医療の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-5-1 健康づくりの支援



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

273 273

食育懇談会
開催予定回数3
回
目標出席率
90％

市民アンケート
目標回収率
18歳以上　45％
小中学生　95％

食育懇談会
開催回数　3回
出席率　90％

市民アンケート
回収率
18歳以上
42.8％
小中学生
95.1％

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

第3次食育推進計画の目標達成のため、進捗管理や課題の意見交換を食育推進懇談会で引き続き行っていく。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

健
康
推
進
課

食育推進事業

食育推進計画の進行管理のため、食育推
進懇談会を開催する。
健康寿命の延伸、生活習慣病予防のため
の食育事業・保健指導は、健康推進課各
事業の中で実施する。

食育推進懇談会3回　実10名延27
人参加
計画策定市民アンケート　8～10
月実施

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-5 健康づくり・地域医療の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-5-1 健康づくりの支援



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

4,956 3,416 741 799

妊娠届出時の保
健師面接目標割
合　100％
この地域で子育
てをしたいと思
う目標割合
95％

子ども・子育
て支援交付金

子ども・子育
て支援交付金

妊娠届出時の保
健師面接割合
100％
この地域で子育
てをしたいと思
う割合
3か月児
97.0％
1歳6か月児
97.6％
3歳児　95.6％

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

母子保健法により自治体の設置が努力義務付けされており、妊娠期から子育て期へと切れ目ない支援が必要であることから、現状継続とする。
保護者が子どもの成長発達に見通しをもちながら育児ができるよう、子どもが生まれた家庭へ「子どもノート（育児教材）」の配布を令和4年度から開
始予定である。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

健
康
推
進
課

子育て世代包括支援
センター事業

妊娠・出産・子育てに関する様々な相談
に対応し、妊娠期から子育て期の切れ目
ない支援を関連機関と連携しながら一体
的に実施する。妊産婦保健推進事業、乳
幼児保健推進事業、食育推進事業と連動
して行う。

妊娠届出時の面接実施数　258人
相談延べ件数　1,749件

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-1 子育て支援の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-1-1 子育て支援・子育て環境の充実



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

16,865 713 668 244 15,240

乳幼児健診目標
受診率　100％
赤ちゃん訪問目
標訪問率
100％
新生児聴覚検査
目標受診率
100％

子ども・子育
て支援交付金

子ども・子育
て支援交付金

フッ素塗布手
数料他

乳児健診受診率
98.6％
1歳6か月児健診
受診率97.3％
3歳時健診受診
率
98.8％
赤ちゃん訪問率
89.1％
新生児聴覚検査
受診率　100％

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

母子保健法により自治体に健診実施が義務付けされており、乳幼児の健康保持に必要な事業であることから、現状継続とする。また、フッ素塗布事業に
ついては、より多くの希望する幼児に塗布をするため、幼児健診の中で希望者に塗布する体制に変更して実施する。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

健
康
推
進
課

乳幼児保健推進事業

乳幼児の健やかな心身の成長発達を促
し、保護者が子どもの成長発達と先の成
長の見通しをとらえながら安心して育児
ができるよう事業を実施する。

赤ちゃん訪問 実221人
新生児聴覚検査　実268人
すくすくルーム　17回50人
乳児健診　実420人　延べ718人
1歳6か月児健診　実290人　延べ
297人
3歳児健診　実318人　延べ358人
子ども虐待予防ケアマネジメン
ト会議　10回
フッ素塗布　実174人　延203人
出前健康講座6回

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-1 子育て支援の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-1-1 子育て支援・子育て環境の充実



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

22,146 4,242 17,904

妊婦健診目標受
診率　100％
産後ケア目標利
用数　100件

母子保健医療
対策総合支援
事業補助金

妊婦健診目標受
診率　94.5％
産後ケア目標利
用数　80件

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

母子保健法に基づいた妊娠期の妊婦の健康維持と胎児の正常な発育や、産婦が安心して育児をするために必要な事業であるため、継続して実施する。ま
た、マタニティスクールについては、妊婦の実情と地域課題を考慮し、地域子育て支援センターと共催し、体制や内容を変更して実施する。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

健
康
推
進
課

妊産婦保健推進事業

妊娠期の妊婦の健康維持と胎児の正常な
発育、妊婦が出産後の育児をイメージし
て妊娠期を過ごせるよう事業を行う。産
後の心身回復や育児技術の習得、育児負
担の対応をを早期に図ることで、産後う
つ病予防や産婦が安心して育児ができる
よう事業を行う。

妊婦健康診査受診票交付　258人
産婦健康診査受診票交付　258人
マタニティスクール　実14人 延
べ41人
マタニティスクール両親コース
45組
産後ケア　宿泊型49回　日帰り
型13回　訪問型18回

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）
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